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令和８年　第１回宮崎市教育委員会定例会　会議録 

 

 

１　日　時 令和８年１月１９日（月）　１３：４０〜１５：００ 

２　場　所 教育委員会室 

３　出席者 【教育長・教育委員】 

　黒木教育長、松尾代表教育委員、片山教育委員、小林教育委員、高峰教育委員 

 

【事務局】　 

    （企画総務課）田中補佐、黒木補佐、野邊補佐、大野主査、南平会計年度 

　　（学校教育課）小川課長 

 

４　議　案 

 

番　号 件　名 説　明　者 

議案第１号 宮崎市立学校管理規則の一部改正について 
企画総務課長補

佐 

議案第２号 宮崎市立小中学校事務処理規程の一部改正について 
企画総務課長補

佐 

議案第３号 宮崎市学校運営協議会規則の一部改正について 学校教育課長 

 

５　報　告 

番　号 件　名 説　明　者 

報告第１号 
第３回生目台東小学校・生目台中学校小中一貫校準備

委員会について 

企画総務課長補

佐 

報告第２号 
令和７年度（臨時）第７回宮崎市いじめ防止対策委員会

について 
学校教育課長 
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黒木教育長 　それでは定刻になりましたので、ただいまから第１回教育委員会定例会を

開会します。本日の傍聴者はありません。 

　会次第「２ 会議録署名人の指名」です。本日の会議録の署名人は、私と小

林教育委員を指名させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。 

教育委員 　異議なし。　 

黒木教育長 　それでは、「３ 行事報告等」に入ります。（１）教育長報告ですが、１月１６日

に開催された「中核市教育長会第２回総会・研修会」は、資料のとおりです。 

　研修会の講話①　教育課程企画特別部会の論点整理について、文部科

学省初等中等教育局教育課程課武藤課長の講話の後、意見交換が開催さ

れました。新しい学習指導要領について、各教科の専門家と議論を重ねる

中で、現在のカリキュラムは膨らんでおり、どの教科も自らの持ち分を減らす

ことに消極的であるため、カリキュラムのスリム化については苦戦しているとい

う報告がありました。なお、全体的な大きな方向性については従来通りである

ことを確認しました。 

　次に（２）教育委員報告です。 

　１月１６日に開催された市町村教育委員会研究協議会（後期）について、

参加された片山教育委員、小林教育委員から感想をお願いします。 

片山教育委員 　私は、「学校における働き方改革について」と「地域と学校の連携・協働に

ついて」に参加しました。学校における働き方改革について日野市がエデュ

ケーションアシスタントを取り入れていて、教員ではない方が副担任のような

立場で、先生方のサポートを行う活動が行われていました。この日野市の教

育委員はスクール・サポート・スタッフを経験され、その際、先生は他者に何

を依頼し、何を自分たちがやるべきこととして残すかという「手放し方」が非常

に苦手だと感じたそうです。そのため、スクール・サポート・スタッフができるこ

とと、先生方でなければできないことを明確に分け、役割分担をすることが重

要であり、スクール・サポート・スタッフが、より積極的に学校運営に関わって

いくことが非常に大切だと話されていました。また、スクール・サポート・スタッ

フについても、学校全体で１人となると、業務の依頼に偏りが出てしまい、頼

める先生と頼めない先生が生じるなどという問題があります。予算の都合もあ

ると思いますが、例えば各学年に副担任のような形でスクール・サポート・ス

タッフを配置するような取組ができると良いのではないかと感じました。 

　　地域と学校の連携・協働に関して、他自治体の教育委員からは様々な会

議や話し合いにおいて、子どもの意見を取り入れる提案をしたところ、あまり

良い反応が得られなかったという話がありました。私が参加したグループの

加古川市や山形市でのコミュニティ・スクールの会議では、宮崎市と同様に

子どもたちの声を聞く取組が行われていました。具体的には、子どもたちが

取り組んでいる活動を地域の方に説明したり、地域と子どもたちが何ができ

るかを一緒に考える場が設けられていました。昨年私がこの研修に参加した

際には、このように子どもの声を聞く取組はあまり見られませんでしたが、今
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回は宮崎市を含め３か所で実施されていました。この様子を聞かれた他自治

体の教育委員は、「すごく勇気をもらいました」とおっしゃられ、「やはり子ども

の声を聞かないといけない」という話で、会議は大変盛り上がりました。 

　市町村教育委員会研究協議会に参加させていただき、地域や教育委員の

方々の多くの取組について話し合う機会を得られたことは、大きなきっかけに

なると感じています。「こういうところがやっている」、「こんな成果がある」という

ことを発信できる機会に参加できたこと、また、宮崎市の取組は素晴らしいと

感じており、その一端に携わらせていただいていることを大変幸せに思いな

がら、市町村教育委員会研究協議会に参加させていただきました。 

小林教育委員 　私は、「教育委員会の機能強化・活性化について」と「公立小・中学校の適

正規模・適正配置について」に参加しました。 

　まず教育委員会の機能強化・活性化については宮崎市教育委員会では、

教育委員として必要な知識を深めるため、定例会前のフリートークでの意見

交換や勉強会を通じて、様々なレクチャーを受けています。この取組につい

て紹介したところ、他自治体からは「そうした取組は非常に効果的ですね」と

いう評価をいただきました。その中で、宮崎市は教育ビジョンの策定に関して

も意見を共有できるような場があること、またデジタル化の話題も出ましたが、

一部ではまだ紙媒体での共有が行われているようです。そこで、デジタル化

に非常に積極的かつ早期に取り組んだ事例についても共有しました。 

　関心が高かったのは先日開催した「宮崎市未来の学校づくりに向けた検討

会」に関してです。この企画はどこが担当したのか、といった意見もありまし

た。中学生、大学生、教職員と様々な立場の方々が意見を出し合うことで、

教職員の魅力や今後のあり方について提言することは非常に効果的で、私

たちもぜひ取り入れたいといった意見もいただきました。 

　公立小中学校の適正規模・適正配置について、老朽化と少子化の問題

は、宮崎市を含め、どの学校にも共通する課題です。学校数の削減につい

ては、やむを得ないとする意見がある一方で、一部には反対意見も見られま

す。この状況を踏まえ、どのように対応し、どのように検討を進めていくかに

ついて、様々な意見交換を行いました。宮崎市の取組の中で特に関心が高

かったことは、生目台東小学校・生目台中学校の小中一貫校準備を、「小中

一貫校準備委員会だより」を基に一括して進めてきた点です。これに関連

し、地域への定期的な情報発信は今後も重要であり、他の地域でもこの方法

を取り入れたいという意見がありました。 

黒木教育長 　続いて（３）教育局長報告はありません。 

　次に（４）各課行事報告はこちらに記載の通りです。 

　これまでの行事報告に対する質問、各行事に参加された委員の皆様でお

気づきになった点や感想がありましたらお願いします。 

教育委員 　なし 

黒木教育長 　それでは「４ 議事」に入ります。本日は議案が３件です。まず議案第１号
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「宮崎市立学校管理規則の一部改正について」事務局から説明をお願いし

ます。 

企画総務課長補佐 　議案第１号「宮崎市立学校管理規則の一部改正について」説明します。 

　今回の趣旨は、学校事務職員それぞれの職務内容を明確にするため、新

たに要綱を制定するために必要な改正を行うものです。 

　改正理由については、平成２９年の学校教育法改正により、事務職員の職

務が見直されました。その後、学校における働き方改革の流れともあいまっ

て、事務職員が校務運営により主体的・積極的に参画することが求められる

ようになっています。令和２年には、文部科学省から事務職員の標準的な職

務の明確化を図るための学校管理規則や要綱の参考例が示されていまし

た。このような状況を踏まえ、本市では、学校における働き方改革を進める上

で、事務職員が校務運営にさらに積極的に関わることが不可欠であると考え

ています。そのため、文部科学省の参考例や先行自治体の事例などを参考

にしつつ、本市の学校の実情も考慮に入れ、学校事務職員とも協力しなが

ら、要綱の制定に向けた作業を進めてきました。 

　具体的な改正案ですが、第３１条第２項をご覧ください。 

「２ 教育長は、事務職員の校務運営への参画の促進等を図るため、標準的

な職務内容その他事務職員の職務の遂行に関し、必要な事項を別に定める

ものとする」という規定を新たに追加しました。今回の要綱を定める根拠とな

るものです。 

　さらに、第３１条第１項第８号以降をご覧ください。 

　学校事務職員の職及び職務について、県教育委員会が定めている「市町

村立学校事務職員及び学校栄養職員の職の設置に関する規則」にあわせ

て、「専任主幹」などの職・職務内容の規定を新たに設け、事務職員の当事

者意識を高めるため、全ての事務職員の職務について、これまでの「従事す

る」を「掌理する」・「つかさどる」に改めたものです。 

小林教育委員 　本改正は、「従事する」から「つかさどる」という、いわゆる主体的な事務職

員の方々の業務を、改めて文面として明確化したという、非常に大切なところ

だと思っています。現場の意見も反映させつつ進めてこられたとのことです

が、具体的には、宮崎市事務職員の代表者を集め、協議した上で、業務をこ

のように整理されたと理解してよろしいでしょうか。 

企画総務課長補佐 その通りです。意見交換を行いました。 

小林教育委員 　県の事務職員のリーダー的な役割を担っている先生方が、宮崎市にも多く

いらっしゃいます。そういった事務職員の方々が、学校のために何ができる

かを常に議論している場があると伺っています。事務職員の方々と連携し、

このような取組を進めていくことは、極めて重要な視点です。今後の学校運

営においては、事務職員の方々の協力なくしては、乗り越えられない課題も

あると考えています。 
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黒木教育長 　他にないようでしたら、議案第１号「宮崎市立学校管理規則の一部改正に

ついて」ご承認いただけますでしょうか？ 

教育委員 　異議なし 

黒木教育長 　続いて、議案第２号「宮崎市立小中学校事務処理規程の一部改正につい

て」事務局から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　議案第２号「宮崎市立小中学校事務処理規程の一部改正について」説明

します。 

　こちらも議案第１号と同じく、要項を定めるにあたり、事務職員がより積極

的・主体的に校務運営に参画することができるよう、所要の改正を行うもので

す。具体的には、事務主任がつかさどる事務として、第２条第１項に新たに

第５号「施設及び設備の管理事務に関すること」、第８号「教科用図書事務に

関すること」を加えるものです。また、第３条第２項第３号と第４号をまとめまし

て、第３号「指定事務について連絡調整及び指導、助言に当たること」とし、

新たに設けるものです。 

黒木教育長 　質問等ございませんか。 

　ないようでしたら、議案第２号「宮崎市立小中学校事務処理規程の一部改

正について」ご承認いただけますでしょうか？ 

教育委員 　異議なし 

黒木教育長 　続いて、議案第３号「宮崎市学校運営協議会規則の一部改正について」

事務局から説明をお願いします。 

学校教育課長 　議案第３号「宮崎市学校運営協議会規則の一部改正について」ご説明しま

す。 

　改正の経緯ですが、令和７年６月に給特法（公立の義務教育諸学校等の

教育職員の給与等に関する特別措置法）が交付され、あわせて地方行法

（地方教育行政の組織及び運営に関する法律）第４７条の５第４項の改正も

行われたことに伴い、この第４項に「学校運営基本方針への業務量管理・健

康確保措置に関する事項」が追加され、令和８年４月１日から施行されること

になりました。 

　なお、学校運営基本方針は各学校の校長が毎年度作成するものではあり

ますが、作成した方針は学校運営協議会に説明し承認を得ることが、地方

行法に明記されているため、学校運営協議会の承認事項を定めている本市

の「宮崎市学校運営協議会規則」第１１条「学校運営に関する基本的な方針

の承認」に関する文言を改正し、第６項に「公立の義務教育諸学校等の教育

職員の給与等に関する特別措置法（昭和４６年法律第第７７号）第７条第１項

に規定する業務量管理・健康確保措置の実施に関すること」を追加するもの

です。 
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黒木教育長 　これは、働き方改革の一環として、給特法の改正に伴い国が示した新たな

指針、時間外勤務の上限を４５時間から３５時間とすること、勤務間インター

バルの確保などに基づき、校長が学校で業務量管理等を適切に行っている

かなどの指針が学校現場で遵守されているかについて、学校運営協議会

（コミュニティ・スクール）とも十分に協議しながら進めていくことが趣旨となっ

ています。それが、学校運営協議会の承認事項に追加されたということで

す。 

　ほかにないようでしたら、議案第３号「宮崎市学校運営協議会規則の一部

改正について」ご承認いただけますか。 

教育委員 　異議なし 

黒木教育長 　ご承認ありがとうございます。 

　続きまして、「報告」です。 

　本日、報告が２点あります。報告第１号「第３回生目台東小学校・生目台中

学校小中一貫校準備委員会について」事務局から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　昨年１２月１８日に開催された第３回生目台東小学校・生目台中学校小中

一貫校準備委員会では、「小中一貫校に向けた学校の取組」、「開校式等の

今後のスケジュール」、「学校銘板等改修業務」について報告・協議を行いま

した。 

　まず、「小中一貫校に向けた学校の取組」についてです。小中一貫教育に

向けた取組として、定期的に小中合同の研修会や職員会議を重ね、来年度

に向けた教育課程の編成や小中一貫した学びの施策について協議を行っ

ています。学びのスタイルについては、「個に応じた支援・学び直し」、「安心

できる学習環境と人間関係」、「選択・決定のある学び」、「系統的・発達段階

に応じた学び」を４つを柱とし、自立型の子どもを育成するための具体的な取

組を検討しています。 

　次に、「開校式等の今後のスケジュール」についてです。来年度、小学校

は生目台東小学校から生目台小学校に校名が変更しますので、令和８年４

月８日の始業式の前に校名変更式を実施する予定です。また、４月１７日に

は開校式を予定しています。従来の形式的な式典の要素だけではなく、児

童生徒が内容を考え、当日の進行をするなど、子どもたちの主体性も取り入

れ、生目台学園の集いとして執り行うことを検討しています。この集いでは、

小中一貫校準備委員会委員長の矢方氏に、小中一貫校及び地域に対する

思いを語っていただく場を設ける予定です。 

　最後に、「学校銘板等改修業務」についてです。業者選定については、１２

月１０日の入札を経て決定済みです。主な作業内容は、小学校・中学校の

銘板、校歌パネル、小学校の校章の付け替え等が挙げられ、完成は令和８

年３月中を予定しています。生目台小学校の銘板や小中一貫校のパネル等

については、３月２６日の修了日以降に設置する予定です。 
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　この小中一貫校準備委員会だよりについては、２月上旬に発行予定で保

護者や地域に配布・供覧する予定です。 

第３回小中一貫校準備委員会の報告については以上です。　 

小林教育委員 　小中一貫校化には否定的な意見など様々な声がある中で、今後は、小中

一貫校の導入を余儀なくされる自治体は増加していくと思います。そのような

状況において、今回の小中一貫校の取組、特に小中一貫校準備委員会の

活動は、非常に優れたモデルケースになると感じました。特に、学びのスタイ

ルという観点から、この機会に新しい教育を展開しようという意欲に満ちてい

ることは、大変喜ばしいことだと感じています。 

　宮崎市のビジョンにある「自立的な学び」、「自己調整できる子どもたち」、

「選択決定ある学び」を特に重視しており、その具体的な姿として、今回のよ

うな子どもたちが授業を企画し作り上げるという取組があると伺いました。今

後、このような一つひとつの行事を通じて、これらの要素を具体的に取り入れ

ていく機会は増えていくものと考えています。 

片山教育委員 　学びのスタイルの柱についてですが、これはおそらく宮崎市内の全小中学

校に適用していきたいという意図があると感じました。しかし、既存のスタイル

からなかなか脱却できない現状がある中で、今回のようなモデル的な取組が

スタートすることで、非常に素晴らしい学校の姿が見え、皆で目標を共有し、

共に作り上げていけるのではないかと、大変楽しみに思っています。これら

の計画がすべて実現すれば、子どもたちはきっと喜ぶだろうと感じており、こ

の学校の行く末を見届けたいと思いました。 

黒木教育長 　教育委員の皆様、学校視察の機会がある場合には、ぜひ出席いただけれ

ばと思います。 

　他になければ、議事の進行上、報告第２号「令和７年度（臨時）第７回宮崎

市いじめ防止対策委員会について」は後ほど説明をお願いします。 

　先に「５ その他」（１）今後の望ましい学校のあり方検討会について」事務局

から説明をお願いします。 

企画総務課長補佐 　「今後の望ましい学校のあり方検討会」は、学校、保護者、地域代表、有識

者からなる検討委員の意見を聴取し、今後の学校のあり方について検討す

ることを目的として設置されています。これまでに検討会を１０月と１１月に２

回開催しており、第３回は１月２８日に実施予定です。また、第４回は現時点

では３月１２日を予定しています。 

　第１回今後の望ましい学校のあり方検討会は１０月２８日に開催しました。 

　事務局より、「宮崎市の児童生徒数の減少や学校施設の老朽化等の『宮

崎市の現状』」や「今後の望ましい学校のあり方についてのアンケート」の結

果を説明しました。その後、学校規模や統廃合・校区の見直し、学校の特色

やスペース等、アンケートの各項目に沿って意見交換を行いました。意見交

換では、「小規模、大規模校、それぞれの良さはあるが、学級数は一定規模

確保することが望ましいのではないか」、「建替え時には、統廃合を含めた
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様々な観点からの検討が必要ではないか」「子どもたちと地域の人と交流が

あれば良い」「学校に多様な学びに対応できる柔軟な空間があれば良い」な

ど多くの意見が出されました。 

　第２回今後の望ましい学校のあり方検討会は１１月２５日に開催されまし

た。前回の振り返りとして、検討会委員長から「将来的にすべての学校を対

象に、望ましい教育環境について検討し、整備を図ることが重要であること」

や「今後、既存の学校施設の建替えや改修のほか、統廃合や校区の見直し

等も含め検討していく必要があること」が確認されました。 

　その後、事務局から教育環境を整備する手法の例として、建替え以外の小

学校同士、中学校同士の統廃合、小中一貫校、義務教育学校、公共施設と

の複合化について、県内外の事例について説明をした後、意見交換を行っ

ていただきました。 

　意見交換の最後には、委員長から「今後、統廃合や校区の見直しなどを

『子どもたちの今後のため』、『より良い教育のため』という前向きな考え方で

検討を進めることが必要であること」、「社会情勢や地域の状況、保護者の働

き方などが変わってきていることから、地域ごとの状況やニーズに応じた『多

様な学校のあり方』を議論していく必要があること」が確認されました。 

　なお、会議報告書については、宮崎市ホームページに公開を予定してい

ます。 

黒木教育長 　学校設置時と比べて状況が変化しているため、第２回今後の望ましい学校

のあり方検討会では、統廃合や単独建て替えなど、多様な学校のあり方に

ついて議論が必要との意見でまとまりました。次回の第３回今後の望ましい

学校のあり方検討会では、これらの整備を進める上での留意点や、いただい

た意見に基づき、校区自体の見直しを含めた議論を行います。これらの議論

を踏まえ、今後は基本方針の取りまとめ作業へと進む段階となっています。 

小林教育委員 　令和２年に策定された実施要領から５年以上が経過し、魅力ある学校づく

りの考え方が大きく変化していることを踏まえ、改めてデータを活用した考察

が行われていると感じています。今回のアンケート調査では、多岐にわたる

データを収集し、それらを可視化された情報として整理されている点が注目

されます。このようなデータの裏付けは、外部の有識者からの意見を聴取す

る上でも、非常に効果的であると考えられます。 

松尾代表教育委員 　基本方針は最初に示されましたが、来年度はこの方針の枠組みで進めると

いうことでよろしいでしょうか。 

企画総務課長補佐 　基本方針については、今年度中に策定し公表する予定です。 

　来年度は、この基本方針に基づき、地域への説明を進める流れを想定して

います。 

黒木教育長 　今後についても、改めて丁寧な意見交換が必要になると考えています。 
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　他にないようでしたら、報告第２号「令和７年度第７回宮崎市いじめ防止対

策委員会について」は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４

条第７項により、非公開としたいと思います。よろしいでしょうか。 

　それでは、ただいまより非公開とします。 

黒木教育長 　以上で非公開を解除します。 

　最後に、「６ 次回教育委員会について」と「７ 行事予定について」を事務局

から説明をお願いします 

企画総務課長補佐 　次回教育委員会について説明します。次回は２月１０日１３時４０分から１６

時までを予定しています。 

　次に「７ 行事予定」です。まず、１月２０日に県統合型公務支援システム共

同調達運営協議会総会が県庁で開催され、黒木教育長が出席予定です。１

月２３日に第６１回宮崎県公立小中学校事務研究大会がサンA川南文化

ホールで行われ、松尾代表教育委員が出席予定です。次に、１月２９日と３０

日に九州都市教育長協議会第２回理事会が長崎市で開催され、黒木教育

長が出席予定です。続いて２月７日に市PTA研究大会が市民プラザで開催

され、黒木教育長が出席予定です。次に２月９日に宮崎県学校教育計画懇

話会が県庁で開催され、こちらも黒木教育長が出席予定です。３月１６日は

市内中学校の卒業式が予定されています。最後に３月１９日に定例教育委

員会があり、１３時４０分から１５時３０分の予定です。 

黒木教育長 　２月２２日に予定されている中村地平近現代再整備記念行事についてで

すが、市民の森にある中村地平の碑が、一般市民の目に触れにくい場所に

あるという現状があります。文化財課では、現在取り組んでいる近現代史を

整理する事業と合わせ、中村地平の功績を広く市民に紹介するための取組

を進めています。具体的には、市民の森にある中村地平の碑周辺を整備

し、子孫の方々をお招きして式典を執り行う予定です。また、これに合わせ

て、中村地平に興味を持つ市民を対象としたバスツアーを企画し、生誕の地

やお墓などを巡る行事を文化財課が中心となって計画しています。 

　文化財課は、積極的にPR活動を行っています。先日開催した、黒北発電

所公開イベントは非常に好評で、宮崎日日新聞一面に掲載のコラム「くろし

お」にも取り上げられました。教育委員会としては、既存の文化財をアピール

し、活用を促し、広く知ってもらうことに重点を置いています。そのためにも、

教育委員の皆様にも文化財に関心を持っていただけると幸いです。 

　他にないようでしたら、これで令和８年の第１回教育委員会定例会を終了し

ます。 
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